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第5回Premium所内研修会報告書

講演内容

　2050年のカーボンニュートラル達成に向けて、コンクリート分野でもCO2排出削減の取り組みが進んでいる。

　環境配慮コンクリート「T‐eConcreteⓇ
」には、製造時に大量のCO2を排出するセメントの代わりに産業副産物

を利用したコンクリートや、CO2を吸収した材料を用いたコンクリート（カーボンリサイクル）がある。

　この「T‐eConcreteⓇ
」の実装に向けた取り組みが宮原氏より紹介された。

整理番号

テーマ 低炭素型コンクリートの開発と展開

研修会次第

場所

講師

日時

一般財団法人 先端建設技術センター　大会議室    WEB併用講演方式（Microsoft Teams）

令和5年9月7日（木）　13：30～15：00

【参考】URL

大成建設㈱　技術センター　社会基盤技術研究部　材工研究室 課長　宮原　茂禎　様

参加者

【発表内容】低炭素型コンクリートの開発と展開

①「T‐eConcreteⓇ
」ファミリー

②カーボンリサイクル・コンクリートとは
③カーボンリサイクル・コンクリートの特徴
④カーボンリサイクル・コンクリートの実施適用
⑤質疑応答

使えば使うほど二酸化炭素を削減！

講師：宮原茂禎氏

講演の様子


